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　22．化学療法が著効を呈した進行食道癌の1例

　　　　（内田病院）

　　　　　　天満　信夫・内田　泰彦・桂　　浩二

　近年食道癌に対する術前術後の化学療法として

cysplatin，5－FU，　leucovorinの三都を用いた多剤併用

化学療法が良好な結果をもたらす報告が認められる．

今回我々は継母併用化学療法単独で著効を呈した手術

拒否進行食道癌の1例を経験したので報告する．

　症例は1991年6月より食物通過障害出現，諸検査の

結果，胸部進行食道癌（A2，　No，　Mo，　P1。，　Stage　III）

の診断を得た．本例に対し，paraplatin　1，200mg，5・FU

1，000mg×5，　leucovoτin　30mg×5，を1クールとし，

1年4ヵ月間に計6クール施行し副作用として主に

WBC，　Plt減少，口内炎等が見られた．一時，癌は肉

眼的にも組織的にも完全に消失し現在も良好な日常生

活を送っている．

　23．食道癌術後再建胃管の生理機能について

　　　　（独立医科大学第2外科）

　　　　　　小原　靖尋・門馬　公経・門脇　　淳・

　　　　　　小暮　洋暉・田島　芳雄

　〔目的〕食道癌術後大聖側胃管の機能について酸分

泌能と粘膜防御因子の面から検討した．〔方法〕食道癌

症例16例について，術前および術後6ヵ月以後に以下

の項目を検査し，術前後で比較検討した．①空腹時血

清gastrin値，②内視鏡的Congo　red法，③24時間胃

内pH測定法，④胃粘液の指標である胃粘膜被蓋上皮

細胞内PAS－Alcian　blue陽性物質量およびhex－

osamine量．〔結果〕血清gastrin値は術前後で有意差

を認めなかった．術後胃管の酸分泌能は，術前値に正

比例して比較的残存した．胃粘液は術後胃管では大部

分の症例で術後に保持されたが，再建胃管に潰瘍を合

併した2例では著明に減少した．〔結論〕術後再建胃管

の酸分泌能は比較的残存しており重要な攻撃因子とな

り得る．また，胃粘液の減少は潰瘍発生と関連がある

と推測された．

　24．CDDP，　MMC，5■・DFUR，　Etoposide併用療

法で著効が得られた高度進行胃癌の1手術例

　　　　（福田記念病院外科，独濁医科大学第二外科＊）

　　　　　　大澤　　歩＊・岡　　慎二・小原　靖尋・

　　　　　福田　武隼・門馬　公経＊

　症例は70歳の男性．Borrmann　4型胃癌の診断で

1992年4月15日当院に入院した．胃生検による組織診

断は低分化腺癌であった．術前検査で腹水と大動脈周

囲のリンパ節腫張，左鎖骨上窩リンパ節の腫脹を認め

たため，CDDP，　Mitomycin　C，5■・DFUR，　Etoposide

併用療法を行い，加えて補助療法としてOK432の内

皮注と内視鏡的物学を行った．化学療法3クール終了

後，左鎖骨上窩と大動脈周囲リンパ節の腫張は消失し，

同年8月15日，胃全摘および脾合併切除術を施行した．

切除標本の検索では，胃壁の肥厚と多発性の浅い潰瘍

形成がみられ，組織学的には胃壁全層にわたる広範囲

な線維化と炎症性細胞浸潤，異物反応を認めたが，腫

瘍細胞は全く認められなかった．

　25．S－Bチューブによる医原性食道破裂の1例

　　　　（朝霞台中央総合病院）　　　椋棒　　豊・

　　　　　　村田　　順・堀江　良彰・八木　美徳・

　　　　　　山竹　正明・飯田　　衛・清水　舜一

　症例は，43歳男性で，1992年9月15日に吐血を主訴

に緊急入院し，内視鏡検査にて，胃噴門部静脈瘤から

の出血と診断し，S－Bチューブを留置した，入院3日目

にアルコール離脱症候群にて興奮状態となりS－B

チューブを自己抜去した．その当日より高熱が持続し，

抜去後4日目に左胸水が著明となり，抜去後8日目に

挿管し人工呼吸器を使用しながら胸腔ドレーンを留置

した．また，経口より，インジゴカルミン水を服用し，

胸腔ドレーンからの排出を認め食道破裂と診断した．

呼吸不全に対しては，人工呼吸器を14日間使用し，救

命し得た．また，2ヵ月後の内視鏡検査にてEGJ直上

の食道左側に約2cmの縦長裂創あり食道破裂部と診

断した．

　26．最近の胆摘術について（各種アプローチによる

比較）

　　　　（都立府中病院）由里　樹生・菊池　友允

　　　　（多摩癌検診センター）　　　矢沢　知海

　従来の胆摘術（以下標準胆摘術一〇L）と最近普及し

てきた．小切対聯摘術（以下ML），腹腔鏡判断摘術（以

下LC）とを，手術時間，術後経過等について比較検討

した．対象症例は1991年1月から1992年10月までに施

行した胆摘術130例で，その内訳は，OL群58例，　ML群

43例，LC群29例である．手術時間では，　ML群は，術

中造影の有無，肥満の有無に関わらずOL群と有意差

は無かったが，LC群は有意に長かった．術中出血量は

ML群では，　OL群に比して有意に少なかった．鎖痛剤

を要する日数は，OL群に比べて，　LC群では，有意に

少なかった．経口開始までの期間，術後入院期間とも

に，OL群と比較して，　ML群では，有意に短く，　LC

群では更に短かかった．以上，術後経過からみて，Oし

に比して，ML，　LCは優れた術式である．
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